
五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

命
と
ソ
マ
チ
ッ
ト
と
般
若
心
経

の
探
検

　
　
　
　
　
講
師
　
徳
永 

康
夫 

氏

科
学
で
は
ま
だ
正
体
が
掴
め
て
い
な

い「
命
」
と
い
う
も
の
を
、
宗
教
的
ア
プ

ロ
ー
チ
で
は
な
く
、
難
解
な
哲
学
的
解

説
で
も
な
く
、
具
体
的
に
分
か
り
易
く

科
学
的
に
皆
様
と
ご
一
緒
に
探
検
し
て
、

解
明
し
ま
す
。

人
間
と
宇
宙
は
ど
ち
ら
も
二
重
構
造

に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
人
間
は「
肉

体
」
と「
本
質
の
生
命
体
」
の
二
重
構

造
。
宇
宙
は「
こ
の
世
」
と「
あ
の
世
」

の
二
重
構
造
。
そ
し
て「
肉
体
」
は「
こ

の
世
」
に
属
し
、「
本
質
の
生
命
体
」
は

「
あ
の
世
」
に
属
し
て
い
た
の
で
す
。

何
だ
、
宗
教
だ
、
と
勘
違
い
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
真

実
だ
っ
た
の
で
す
。
最
先
端
の
量
子
力

学
の
一
部
も
ほ
ぼ
近
く
ま
で
到
達
し
て

い
ま
す
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
2
5
0
0

年
前
の
般
若
心
経
は
と
っ
く
に
こ
の
事

実
を
知
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
科
学
を
超
え
て
い
た
の
で
す
。
そ

し
て
、
こ
の「
命
」
に
、
不
思
議
な
超
微

小
生
命
体
の「
ソ
マ
チ
ッ
ト
」
が
、
重
要

な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

の
で
す
。
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
の
情
報
を

皆
様
に
す
べ
て
公
開
し
ま
す
。

●
徳
永
康
夫
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
5
年
九
州
大
学
法
学
部
卒
。

50
歳
で
三
菱
商
事
退
職
後
、
東
洋
医
学
、

ア
ー
ユ
ル
ベ
ー
ダ
、
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
、
物

理
、
生
物
学
、
天
文
学
、
量
子
力
学
、

釈
迦
の
経
典
、
新
約
・
旧
約
聖
書
の
研

究
、
水
・
波
動
・
気
・
輪
廻
転
生
な
ど

を
独
学
。
2
0
0
4
年
日
本
ソ
マ
チ
ッ

ト
学
会
設
立
に
参
画
、
理
事
に
就
任
。

2
0
0
8
年
ソ
マ
チ
ッ
ト
の
発
見
者
ガ

ス
ト
ン
・
ネ
サ
ン
を
カ
ナ
ダ
に
訪
問
。

N
P
O
統
合
医
療
臨
床
情
報
セ
ン
タ
ー

理
事
。
日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
。
㈱
恒

常　

代
表
取
締
役
。
著
書
に『
命
の
不

思
議
探
検
』
が
あ
る
。

日
時　

平
成
24
年
5
月
12
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　
二
千
円　

一
般　
三
千
円

　
　
　

学
生　
一
千
円

今
月
号
の
記
事

◎
五
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
22
回
全
国
大
会
研
究
発
表
募
集

◎
御
寄
付
御
礼

◎
六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
五
月
例
会
予
告

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
六
月
例
会
予
告

◎
北
陸
サ
イ
科
学
会
五
月
例
会
予
告

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
五
月
例
会
予
告

◎
七
月
本
部
例
会
予
告

◎
第
16
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
九
月
本
部
例
会
報
告
の
訂
正

◎
一
月
本
部
例
会
報
告

◎
第
三
六
四
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
三
六
五
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
月
例
会
講
演
録
の
販
売

◎
サ
イ
（
気
）
の
測
定
に
つ
い
て

六
月
通
常
総
会
出
欠
葉
書
の

ご
返
送
の
お
願
い

※�

来
る
六
月
通
常
総
会
の
た
め
の
、
賛

助
会
員
、
維
持
会
員
、
正
会
員
に
対

す
る
「
出
欠
用
」
と
欠
席
者
の
た
め
の

「
委
任
状
」
を
兼
ね
た
ハ
ガ
キ
が
今
回

同
封
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
必
ず

6
月
5
日
ま
で
に
ご
投
函
願
い
ま
す
。

（
忘
れ
な
い
う
ち
に
お
早
め
に
お
願
い

致
し
ま
す
。）
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平
成
24
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
22
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
14
日（
日
）北
と
ぴ

あ
第
一
研
修
室
に
て
、
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
テ

ー
マ
は「
コ
ン
タ
ク
ト
」）
が
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
積

極
的
な
発
表
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、

現
在
も
し
く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取

り
を
し
て
ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現

象
（
U
F
O
、
心
霊
現
象
等
）の
目
撃
と

原
因
の
推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現

象
の
仮
説（
理
論
）
な
ど「
サ
イ
」
に
関

連
す
る
こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の

で
、
ご
自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま

と
め
て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。

8
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
9
月
20
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　

　
一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
3
／
31
受
領
分
ま
で
）

金
二
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
一
万
一
千
円　
　

浪
平　

博
人　

様

金
六
千
円　
　
　
　

原
口　

和
恵　

様

金
三
千
円　
　
　
　

久
保
千
壽
子　

様

金
三
千
円　
　
　
　

須
崎　

康
洋　

様

金
一
千
円　
　
　
　

窪
田
啓
次
郎　

様

金
一
千
円　
　
　
　

久
保
田
昌
治　

様

金
一
千
円　
　
　
　

飛
田　

洋
子　

様

金
一
千
円　
　
　
　

青
木　

保
夫　

様

金
一
千
円　
　
　
　

友
寄　

光
子　

様

金
一
千
円　
　
　
　

天
野　

聖
子　

様

金
一
千
円　
　
　
　

濱
田　

敏
博　

様

金
一
千
円　
　
　
　

今
田　

恵
子　

様

金
一
千
円　
　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円　
　
　
　

赤
松　

洋
一　

様

金
一
千
円　
　
　
　

中
野　

俊
子　

様

金
一
千
円　
　
　
　

片
山　

政
記　

様

金
一
千
円　
　
　
　

寺
嶋　

崇
恵　

様

金
一
千
円　
　
　
　

岩
谷　

好
子　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
予
告

※�

午
後
一
時
半
か
ら
30
分
の
通
常
総
会

後
、
講
演
会
が
あ
り
ま
す
。

六
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

密
教
開
運
術

「�

強
運
の
成
長
戦
略
提
言
　
～
氣
を

高
め
れ
ば
運
は
や
っ
て
く
る
～
」

　
　
　
　
　
講
師
　
松
永 

修
岳 

氏

　
　（�

ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
）

我
々
の
生
き
る
社
会
は「
不
確
実
性
」

の
時
代
に
突
入
し
て
い
ま
す
。
論
理
的

に
正
解
を
追
求
し
て
も
良
い
結
果
を
得

る
こ
と
が
不
可
能
な
時
代
で
す
。
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン（
革
新
と
創
造
）
を
も
っ
て

仕
事
を
再
生
し
、
異
質
な
人
と
手
を
組

む
な
ど
人
生
や
ビ
ジ
ネ
ス
の「
再
編
」
が

な
け
れ
ば
成
功
は
あ
り
ま
せ
ん
。

成
功
は「
運
と
実
力
の
組
み
合
わ
せ
」

の
結
果
で
す
。
例
え
ば
ゴ
ル
フ
で
勝
利

す
る
の
に
は
相
当
の
実
力
と
運
が
必
要

で
あ
り
、
ス
ロ
ッ
ト
で
ゲ
ー
ム
を
す
る

の
に
は
実
力
は
必
要
と
せ
ず
、
運
だ
け

を
必
要
と
し
ま
す
。「
運
」
と「
実
力
」

の
影
響
力
の
度
合
い
は
、
何
を
す
る
か

に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
結

果
の
中
に
は「
運
」
と「
実
力
」
が
存
在

し
て
い
ま
す
。

い
く
ら
実
力
が
あ
っ
て
も
、
い
く
つ

か
の
不
運
が
重
な
れ
ば
、
実
力
は
発
揮

で
き
ま
せ
ん
。
常
に
実
力
以
外
に
「
運
」

を
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、

こ
の
時
代
の
勝
敗
を
分
け
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。

ビ
ジ
ネ
ス
も
ス
ポ
ー
ツ
も
今
、
誰
が

「
運
」
が
強
い
か
を
見
分
け
、
登
用
し
、

仕
事
や
試
合
の
流
れ
を
読
み
と
っ
て
決

断
と
行
動
を
す
れ
ば
成
功
で
き
ま
す
。

そ
の「
流
れ
」
そ
の
も
の
が
「
運
」
の
正

体
で
す
。「
流
れ
」
を
読
み
と
り
、「
流

れ
」
を
変
え
る
こ
と
が
、『
ラ
ッ
ク
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト（
運
の
管
理
）』
な
の
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
も
人
生
も
不
確
定
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
に
「
運
」
は
、
人
生
の
あ
ら
ゆ

る
場
面
に
現
れ
ま
す
。

運
を
管
理
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
す
る

こ
と
で
、
健
康
、
長
寿
、
富
と
財
、
愛

と
幸
福
が
実
現
可
能
な
も
の
に
な
る
で

し
ょ
う
。『
ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
』

は
人
生
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
、
ま

さ
に
『
強
運
の
成
長
戦
略
』
な
の
で
す
。

※�「
開
運
」
に
つ
い
て
、
実
業
の
世
界
で

も
大
い
な
る
実
績
で
信
頼
を
得
て
い

る
松
永
修
岳
氏
の
お
話
が
聞
け
る
貴

重
な
機
会
で
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

は
ご
友
人
・
知
人
を
お
誘
い
し
て
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

● ❷●



●
松
永
修

し
ゅ
う
が
く岳

氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

岐
阜
県
・
養
老
生
ま
れ
。
経
営
戦
略

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。『
運
』
の
専
門
家
。

ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
フ
ォ
ー
ラ

ム
代
表
、
㈳
日
本
文
化
経
済
支
援
機
構

理
事
長
、
㈳
日
本
建
築
医
学
協
会
理
事

長
。19

歳
の
頃
よ
り
奇
門
遁
甲
、
風
水
、

四
柱
推
命
な
ど
の
運
命
学
を
学
び
、
さ

ら
に
東
洋
医
学
、
哲
学
、
心
理
学
な
ど

の
分
野
に
つ
い
て
も
研
鑽
を
重
ね
る
。

数
々
の
修
行
・
荒
行
を
経
て
、
究
極

の
荒
行
と
言
わ
れ
る『
千
日
回
峰
行
』で

開
眼
す
る
。
修
験
道
・
空
海
密
教
の
大

行
満
大
阿
闍
梨
で
も
あ
る
。

脳
科
学
や
心
理
学
、
環
境
科
学
と

「
風
水
」
を
融
合
し
た『
風
水
環
境
科

学
』、
そ
し
て「
奇
門
遁
甲
」
な
ど
の
運

命
学
と
科
学
を
統
合
し
た
独
自
の
理
論

体
系
『
ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
』
を
駆

使
し
、
上
場
会
社
を
は
じ
め
と
す
る
経

営
者
や
政
治
家
、
さ
ら
に
は
一
流
の
ス

ポ
ー
ツ
選
手
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
数
多

く
指
導
。

2
0
0
6
年
7
月
に
は
、
永
続
的
に

繁
栄
す
る
平
和
な
社
会
の
創
造
を
担
う

『
真
の
社
会
的
リ
ー
ダ
ー
た
る
幸
福
な

成
功
者
』
を
輩
出
す
る
こ
と
を
ミ
ッ
シ

ョ
ン
に
掲
げ
る『
ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
を
設
立
。
同
代
表

と
な
り
、「
志
」
の
高
い
優
秀
な
経
営
者

の
育
成
・
指
導
に
情
熱
を
注
い
で
い
る
。

ま
た
、
伝
承
医
学
の
叡
智
と
環
境
生
理

学
、
環
境
心
理
学
、
大
脳
生
理
学
の
最

新
の
研
究
デ
ー
タ
を
融
合
さ
せ
た
新
し

い
代
替
医
療
と
し
て
の『
建
築
医
学
』を

提
唱
。

2
0
0
9
年
7
月
に『
㈳
日
本
建
築

医
学
協
会
』
を
設
立
し
、
同
理
事
長
を

務
め
る
。
多
種
多
様
な
分
野
で
活
躍
す

る
様
か
ら
、『
現
代
の
空
海
』
と
の
呼
び

声
も
高
い
。

主
な
著
書
に
、『
女
の
運
の
磨
き
方
』

（
永
岡
出
版
）、『
一
生
お
金
に
困
ら
な
い

人
の
運
の
習
慣
』（
中
経
出
版
）、『
運
に

好
か
れ
る
人
、
見
放
さ
れ
る
人
』（
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）、『
強
運
革
命
』（
廣
済

堂
）、『
建
築
医
学
入
門
―
代
替
医
療
と

し
て
の
住
環
境
』（
一
光
社
）、『
幸
せ
を

呼
ぶ
!
奇
跡
の
玄
関
』（
マ
キ
ノ
出
版
）

な
ど
多
数
。　

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト

http://w
w
w
.luckm

anagem
ent.jp/

http://w
w
w
.fusui.co.jp/

※�『
ラ
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
』、『
風

水
環
境
科
学
』、『
建
築
医
学
』
は
、

㈱
エ
ン
ラ
イ
ト
メ
ン
ト
ハ
ー
ト
・
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
登
録
商
標
で
す
。

日
時　

平
成
24
年
6
月
10
日
（
日
）

　
　

午
後
1
時
半
～
2
時　

通
常
総
会

　
　

午
後
2
時　

～
5
時　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
例
会
の
お
知
ら
せ

地
上
絵
の
発
見
か
ら
邪
馬
台
国

の
謎
を
解
明

　
　
　
　
　
講
師
　
上
森 

三
郎 

氏

日
時　

平
成
24
年
5
月
19
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

七
〇
一
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ 

0
7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

六
月
例
会
の
お
知
ら
せ

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
光
速
超
え
の
謎
を

解
く
鍵
は
正
四
面
体
（
プ
ラ
ト
ン

立
体
）［SiO

H

］
の
生
ま
れ
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
あ
っ
た

　　
　
　
　
講
師
　
い
よ
の 

い
し 

氏

日
時　

平
成
24
年
6
月
16
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　

六
〇
五
号
室

交
通　

地
下
鉄
四
つ
橋
線
本
町
駅
下
車

　
　
　

北
へ
徒
歩
5
分　

靫
公
園
内

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

　
　
　

学
生　

一
〇
〇
〇
円

問
合
せ 

0
7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
ま
で

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

●❸ ●



北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

あ
の
二
人
が
帰
っ
て
き
た
‼

夢
の
コ
ラ
ボ
第
2
弾
‼

　
当
日
内
容
、
乞
う
ご
期
待
!

　
　
　
講
師
　
竹
本 

　
良 
氏

　
　
　
　（
科
学
問
題
評
論
家
）

　
　
　
講
師
　
飛
島 

竜
一 

氏

　
　
　
　（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・

科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

「
ビ
ー
ト
た
け
し
の
T
V
タ
ッ
ク
ル

特
番
超
常
現
象
バ
ト
ル
」
に
U
F
O
／

E
S
P
肯
定
派
の
常
連
と
し
て
出
演
し

て
い
る
竹
本
良
先
生
と
、
過
疎
の
村
を

救
っ
た
ス
ー
パ
ー
公
務
員
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
る
高
野
誠
鮮
こ
と
飛
島
竜

一
先
生
、
お
二
人
の
コ
ラ
ボ
第
2
弾
!

昨
年
、
聞
き
逃
し
た
方
も
、
続
き
を

聞
き
た
い
! 

と
い
う
方
も
、
こ
の
機
会

に
是
非
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
御

参
加
下
さ
い
!

日
時　

平
成
24
年
5
月
27
日
（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
45
分
～
4
時
30
分

　
　
　
（
午
後
1
時
15
分 

受
付
）

会 

場　

金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル
3
階

　
　
　

 

「
大
会
議
室
」　

　
　
（
石
川
県
金
沢
市
高
岡
町
15
・
1
）

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

お
問
合
せ 

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

T
E
L 

0
7
6
・
2
3
4
・
6
6
3
4

（
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
健
康
科
学
研
究
所
）

※�

参
加
ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
ご
連

絡
下
さ
い
。
随
時
入
会
受
付
中
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
三
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

平
成
24
年
5
月
19
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

つ
る
ま
い
会
館
2
F

　

名
古
屋
市
千
種
区
吹
上
1
・
1
・
3

　
　
　

0
5
2
・
7
4
4
・
3
8
8
4

交
通　

�

J
R
中
央
線
鶴
舞
駅
、
ま
た
は

地
下
鉄
鶴
舞
駅
下
車
、
名
大
病

院
北
イ
オ
ン
千
種
店
前

会
費　

無
料

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

七
月
本
部
例
会
予
告

水
と
珪
素
の
集
団
リ
ズ
ム
力

　
　
　
　
　
講
師
　
中
島 

敏
樹 

氏

水
は
、
数
千
万
個
か
ら
数
億
個
の
集

団
を
構
成
。
集
団
の
秩
序（
リ
ズ
ム
力
）

と
活
力（
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
）で
、
魅
惑

的
な
仕
事
を
成
し
遂
げ
て
い
る
。
現
代

科
学
が
置
き
忘
れ
た「
水
の
集
団
の
神

秘
な
突
然
変
異
機
能
」
の
話
で
す
。
水

集
団
の
調
律
リ
ズ
ム
が
“
命
の
場
”
を
為

し
て
い
る
。
そ
の
秩
序
と
活
力
の
助
っ

人
が
、
土
や
岩
石
の
素
“
珪
素
”の
大
事

な
特
性『
表
面
陰
電
荷
力
』
で
す
。
命

の
素
「
寄
り
集
い
群
れ
て
輪
す
」
は
、
東

日
本
大
震
災
で
人
々
の
心
に
灯
さ
れ
た

『
絆
』
そ
の
も
の
で
す
。
宇
宙
に
顕
在
化

し
た
「
も
の
」
の
始
ま
り
で
す
。

い
の
ち
は
、
水
の
二
大
特
性『
双
極

子
特
性
』『
水
素
結
合
』
と
珪
素
の『
親

水
力
』
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
は

宇
宙
と
同
じ
階
層
構
造
を
成
し
て
い
る
。

水
の
リ
ズ
ム
力
に
影
響
を
与
え
る
人
の

意
念
、
感
謝
・
祈
り
、
そ
し
て
音
響
リ

ズ
ム
を
水
に
映
し
測
り
ま
し
た
。
何
と

未
確
認
物
質
「
気
」の
関
与
が
、
透
け
て

見
え
て
き
ま
し
た
。
人
々
の
関
心
が
高

い「
珪
酸
コ
ロ
イ
ド
粒
子
の
表
面
陰
電

荷
作
用
」、「
低
線
量
放
射
線
ホ
ル
ミ
シ

ス
作
用
」、「
生
体
内
原
子
転
換
の
現
実
」

な
ど
の
神
秘
例
を
挙
げ
、
科
学
の
紐
を

解
い
て
み
ま
す
。

※�

水
の
不
思
議
な
性
質
と
今
ま
で
知
ら

れ
て
い
な
い
パ
ワ
ー
を
分
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
会
員

の
皆
様
は
是
非
ご
友
人
、
知
人
を
お

誘
い
し
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。

●
中な

か
し
ま
と
し
き

島
敏
樹
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
16
年
生
ま
れ
。
石
川
県
出
身
。

平
成
12
年
～
23
年　

東
洋
化
学
株
式
会

社
技
術
顧
問
。

水
の
分
析
器
ア
ク
ア
ア
ナ
ラ
イ
ザ
と

出
合
い
、「
水
の
集
団
リ
ズ
ム
力
」
の
解

明
に
取
り
組
む
。
水
集
団
の
新
た
な
振

動
領
域（
5
0
0
～
4
0
0
0
キ
ロ
ヘ

ル
ツ
）
を
世
界
に
先
駆
け
明
ら
か
に
し

た
。
気
、
想
念
、
音
響
な
ど
微
弱
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
も
水
で
測
っ
た
。『
場
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
』
の
確
か
な
関
わ
り
を
、
水
が

語
り
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
水
の
神
秘

な
統
合
科
学
に
一
石
を
投
じ
て
い
る
。

● ❹●



日
時　

平
成
24
年
7
月
14
日
（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
半
～
5
時

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員　

二
〇
〇
〇
円

　
　
　

一
般　

三
〇
〇
〇
円

   　

   

学
生　

一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
16
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
6
回
　
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
　

コ
ン
タ
ク
ト
準
備
!

日
時　

平
成
24
年
7
月
29
日
（
日
）　

　
　
　

10
時
～
17
時
30
分 

会
場　

品
川
健
康
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
　
　
（
品
川
区
北
品
川
3
・
11
・
22
）

交
通　

京
浜
急
行
新
馬
場
駅
徒
歩
2
分

　
　
　

�

J
R
京
浜
東
北
線
大
井
町
駅
東

口
か
ら
東
急
バ
ス
渋
谷
駅
行
で

「
新
馬
場
駅
前
」
下
車

一
般
会
費　

五
〇
〇
円

会�

員
会
費　

一
〇
〇
円
（
日
本
サ
イ
科

学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
・

太
陽
の
会
・
国
際
問
題
研
究
会
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

今
回
も
U
F
O
・
オ
ー
ブ
賞
な
ら
び

に
マ
ー
ジ
ナ
ル
・
サ
イ
エ
ン
ス
賞
が
授

与
さ
れ
ま
す
!　

わ
れ
こ
そ
は
と
い
う
方
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
世
話
人　

阿
久
津 

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
九
月
本
部
例
会
報
告
の
訂
正

鈴
木
俊
輔
氏
の
講
演
録
で
四
頁
第
一

段
に
記
さ
れ
た
数
字
に
誤
植
が
あ
り
ま

し
た
。

12
行
目　

誤
「
61
」 

→ 
正
「
64
」  

一
月
本
部
例
会
報
告

縄
文
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
サ
バ
イ
バ
ル

　
　
　
講
師
　
ミ
ッ
ツ
ィ 

植
田 

氏

今
ご
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
ミ
ッ

ツ
ィ
植
田
と
申
し
ま
す
。
八
ヶ
岳
の
原

村
か
ら
来
ま
し
た
。「
縄
文
ス
ピ
リ
ッ
ト

で
サ
バ
イ
バ
ル
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
つ

き
ま
し
て
は
、
お
い
お
い
分
か
っ
て
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

最
初
に
「
マ
ヤ
の
予
言
」
に
つ
い
て
お

話
し
致
し
ま
す
。
16
世
紀
に
マ
ヤ
文
明

は
ス
ペ
イ
ン
人
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
ま

し
た
。
マ
ヤ
の
子
孫
で
あ
る
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
が
残
し
た
カ
レ

ン
ダ
ー
が
、
2
0
1
2
年
の
12
月
21
日

で
終
わ
っ
て
い
る
、
そ
こ
か
ら
こ
の
日

が
人
類
の
運
命
の
日
な
の
か  

と
い
う

こ
と
で
映
画
等
で
も
話
題
に
な
り
ま
し

た
。マ

ヤ
の
偉
大
な
王
で
も
あ
り
、
哲
学

者
に
ポ
カ
ル
・
モ
ダ
ー
ン
と
い
う
有
名

な
王
様
が
い
て
、
そ
の
王
が
埋
葬
さ
れ

て
い
る
パ
レ
ン
ケ
の
遺
跡
に
宇
宙
飛
行

士
が
宇
宙
船
の
中
で
操
縦
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
石
版
が
あ
り
ま
す
。

ポ
カ
ル
・
モ
ダ
ー
ン
王
が
残
し
て
い

る
予
言
に
、「
古
き
世
界
の
サ
イ
ク
ル
は

2
0
1
2
年
の
12
月
21
日
に
消
滅
し
、

新
し
い
黄
金
時
代
の
幕
が
開
く
」
と
書

い
て
お
り
、
ま
た「
人
類
が
消
滅
か
ら

自
ら
を
救
う
た
め
に
は
、
人
類
は“
ナ

チ
ュ
ラ
ル
・
タ
イ
ム
”で
生
き
る
こ
と
に

立
ち
返
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
も

書
い
て
お
り
ま
す
。

で
は「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
タ
イ
ム
」
と
は

何
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
が
今

日
の「
縄
文
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
サ
バ
イ
バ

ル
」
と
い
う
も
の
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
私
達
が
物
質
的
価
値
の
限
界

に
気
づ
い
て
、
人
間
の
真
か
ら
も
っ
て

い
る
可
能
性
に
目
覚
め
て
い
く
、
こ
の

と
き
に
新
し
い
黄
金
時
代
の
幕
開
け
が

始
ま
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
予
言
を
信
じ
る
か
信
じ
な
い
か

に
関
わ
ら
ず
、
2
0
1
2
年
と
い
い
ま

す
と
既
に
今
年
で
す
の
で
、
こ
の
成
り

行
き
は
あ
と
少
し
待
て
ば
い
い
だ
け
と

い
う
こ
と
で
、
非
常
に
楽
し
み
で
す
。

私
の
友
人
で
ジ
ョ
ー
・
マ
ク
モ
ニ
ー

グ
ル
と
い
う
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
ア
ー
が

い
ま
す
。
彼
が
マ
ヤ
の
予
言
に
つ
い
て
、

「
や
あ
、
あ
の
ね
ー
、
マ
ヤ
人
が
今
も

生
き
て
い
た
ら
、
ま
た
新
し
い
カ
レ
ン

ダ
ー
を
作
っ
て
い
た
と
思
う
よ
。
心
配

し
な
く
て
も
い
い
よ
。」
と
よ
く
言
っ
て

お
り
ま
し
た
。
な
の
で
、
2
0
1
2
年

問
題
は
心
配
し
な
く
て
も
い
い
で
す
し
、

そ
れ
よ
り
も
我
々
の
意
識
が
変
わ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
黄
金
時
代
の
幕
が
開
く

と
い
う
こ
と
で
、
そ
ち
ら
の
ほ
う
に
意

識
を
向
け
て
い
か
れ
た
方
が
楽
し
い
の

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
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で
は「
縄
文
ス
ピ
リ
ッ
ト
で
サ
バ
イ

バ
ル
」
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
が
、
私

は
今
、
標
高
1
2
5
0
m
の
長
野
県
諏

訪
郡
原
村
に
住
ん
で
お
り
、
今
日
は
そ

こ
か
ら
い
き
な
り
標
高
0
m
の
と
こ
ろ

に
下
り
て
き
た
わ
け
で
す
。

こ
こ
は
ナ
ウ
マ
ン
象
を
発
見
し
た
ナ

ウ
マ
ン
博
士
が
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
を
発

見
・
命
名
し
、
原
村
は
そ
の
西
側
寄
り

に
あ
り
ま
す
。
原
村
は
フ
ォ
ッ
サ
マ
グ

ナ
と
中
央
構
造
線
と
鹿
島
香
取
神
宮
に

つ
な
が
る
“
太
陽
の
道
”
構
造
線
の
3
本

の
構
造
線
の
交
じ
わ
っ
て
い
る
場
所
に

あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
地
殻
が
地
下

の
深
い
と
こ
ろ
で
ぎ
ゅ
ー
っ
と
押
し
合

っ
て
い
る
“
ゼ
ロ
磁
場
”
な
の
で
、
原
村

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
湧
き
上
が
る
パ
ワ
ー

ス
ポ
ッ
ト
に
あ
り
ま
す
。

私
は
考
古
学
者
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し

プ
ロ
の
発
掘
の
研
究
家
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
原
村
近
辺
の
考
古
館
や
博
物
館

に
行
っ
た
り
、
縄
文
の
講
座
に
参
加
し

た
り
、
自
分
で
土
器
を
造
っ
た
り
し
て

い
る
う
ち
に
、「
こ
の
縄
文
の
人
達
は

た
だ
者
じ
ゃ
な
い
な
」
と
い
う
こ
と
が
、

何
か
直
感
的
に
分
か
っ
て
き
た
ん
で
す

ね
。
そ
れ
で
益
々
面
白
く
な
っ
て
、
今

夢
中
に
な
っ
て
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

縄
文
時
代
は
長
き
に
渡
っ
て
お
り

ま
し
て
、
諸
説
あ
り
ま
す
が
今
か
ら

一
万
六
千
五
百
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
い
の
で
、
草

創
期
、
早
期
、
前
期
、
中
期
、
後
期
、

晩
期
等
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

私
の
住
ん
で
い
る
原
村
に
は
縄
文
時

代
の「
阿あ
き
ゅ
う久
遺
跡
」
が
あ
り
ま
す
が
、
前

期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
も
の
だ
と
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
阿
久
遺
跡
は

「
世
界
最
古
、
世
界
最
長
、
世
界
最
大

の
遺
跡
」
な
ん
で
す
。
長
さ
1
2
0
m
、

幅
30
m
の
広
さ
に
人
間
の
頭
位
か
ら
拳

位
の
石
が
二
十
万
個
以
上
散
ら
ば
っ
て

い
ま
し
た
。

阿
久
遺
跡
は
イ
ギ
リ
ス
の「
ス
ト
ー

ン
ヘ
ン
ジ
」
よ
り
も
は
る
か
に
古
く
、

「
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
」
は
暦
と
関
係
す
る

遺
跡
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
阿

久
遺
跡
は
何
か
の
装
置
で
は
な
い
か
と

推
測
し
て
お
り
ま
す
。
二
十
万
個
の
石

を
持
ち
寄
っ
て
何
を
し
て
い
た
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
土
器
と
か
出

土
物
か
ら
非
常
に
精
神
性
が
高
い
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
沢
山
出

て
い
ま
す
。

新
潟
あ
た
り
で
出
土
し
た「
火
炎
土

器
」
に
対
し
て
、
阿
久
遺
跡
周
辺
で
は

「
水
煙
土
器
」
が
出
て
お
り
ま
す
。
弥
生

時
代
の
シ
ン
プ
ル
な
土
器
に
対
し
て
、

日
常
生
活
で
使
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ

れ
ら
の
デ
ザ
イ
ン
性
の
高
い
縄
文
土
器

は
平
和
な
時
代
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

こ
の
貴
重
で
世
界
遺
産
に
な
っ
て
も

い
い
と
思
わ
れ
る
阿
久
遺
跡
が
、
中
央

高
速
道
路
の
コ
ー
ス
と
ぶ
つ
か
り
、
研

究
者
と
住
民
の
再
三
の
コ
ー
ス
変
更
の

陳
情
に
も
関
わ
ら
ず
、“
埋
没
保
存
”
と

い
う
こ
と
で
遺
跡
の
上
に
土
を
盛
っ
て

今
は
阿
久
遺
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
私
は
利
権
に
よ
り
「
抹
殺
さ
れ

た
遺
跡
」
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

一
万
数
千
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
縄
文
時
代
は
、
世
界
の
ど
の

古
代
文
明
よ
り
も
古
く
、
文
化
も
発
展

し
て
い
ま
し
た
。
縄
文
時
代
は
弥
生
人

が
入
っ
て
き
た
三
千
年
前
ま
で
続
い
た

の
で
す
が
、
武
器
で
傷
つ
け
ら
れ
た
骨

が
出
る
戦
闘
的
な
弥
生
人
に
対
し
て
、

縄
文
人
に
は
そ
う
い
う
骨
が
な
い
の
で

す
。縄

文
人
は
ポ
カ
ル
・
モ
ダ
ー
ン
王
に

も
つ
な
が
る
、
ス
ー
パ
ー
ナ
チ
ュ
ラ
ル

（
超
自
然
）
で
生
き
て
い
た
と
み
ら
れ
ま

す
。
ス
ー
パ
ー
ナ
チ
ュ
ラ
ル
と
は
、
現

世
だ
け
で
な
く
、
次
元
の
超
え
た
世
界
、

聖
霊
や
超
意
識
生
命
体
と
同
居
す
る
世

界
、
直
観
の
世
界
で
あ
り
、
縄
文
人
に

と
っ
て
阿
久
遺
跡
は
そ
う
い
う
次
元
を

超
え
た
世
界
と
交
流
す
る
た
め
の
装
置

で
は
な
か
っ
た
か
と
私
は
推
測
し
て
い

ま
す
。

「
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
」
は
、

一
九
七
〇
年
代
米
ソ
の
冷
戦
時
代
に
、

ソ
連
が
“
人
間
兵
器
”
と
し
て
、
開
発
し

て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
始
め
は
鼻

も
引
っ
か
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ス

キ
ッ
パ
・
ド
ー
タ
と
い
う
少
佐
が
、
ソ

連
の
人
間
兵
器
と
し
て
の
リ
モ
ー
ト
ビ

ュ
ー
イ
ン
グ
に
つ
い
て
C
I
A
の
調
査

を
読
ん
で
、
上
官
に
進
言
し
、
軍
事
関

係
で
国
家
予
算
が
出
て
始
め
ま
し
た
。

ジ
ョ
ー
・
マ
ク
モ
ニ
ー
グ
ル
は
、
私

も
知
っ
て
い
る
中
で
も
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ

ー
イ
ン
グ
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
方
で
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
ヒ
ッ
ト
率
85
%
以
上
と
い

う
こ
と
で
、
こ
れ
は
す
ご
い
こ
と
で
す
。

彼
が
一
番
活
躍
し
た
の
は
、
モ
ス
ク

ワ
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
大
使
館
の
改
修
工

事
の
と
き
に
ひ
そ
か
に
仕
掛
け
ら
れ
た

盗
聴
器
を
、
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
リ
モ
ー

ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
し
、
1
8
5
個
の
盗

聴
器
を
す
べ
て
指
摘
し
、
現
場
で
撤
去

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
マ
ク
モ
ニ
ー
グ
ル
は
、
キ
ュ
ー

バ
危
機
で
も
活
躍
し
、
さ
ら
に
ソ
連
の
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北
海
に
面
し
た
軍
事
工
場
で
海
岸
か
ら

四
キ
ロ
離
れ
た
場
所
で
、
潜
水
艦
を
製

造
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
始
め
は

あ
り
得
な
い
と
思
わ
れ
た
の
で
す
が
、

ソ
連
は
そ
こ
か
ら
運
河
を
掘
っ
た
こ
と

で
、
指
摘
が
正
し
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

実
は
マ
ク
モ
ニ
ー
グ
ル
に
は
双
子
の

姉
が
い
て
、
二
人
は
テ
レ
パ
シ
ー
で
会

話
も
で
き
た
の
で
す
が
、
彼
女
も
能
力

者
な
の
で
見
え
た
も
の
感
じ
た
も
の
を

す
べ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
た
ら
、
周

囲
か
ら
気
が
ふ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
て
、

強
制
的
に
施
設
に
入
れ
ら
れ
、
ず
っ
と

薬
物
を
使
わ
れ
た
の
で
、
心
臓
に
負
担

が
き
て
心
臓
病
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

マ
ク
モ
ニ
ー
グ
ル
は
つ
ね
に
言
う
の

で
す
が
、「
僕
が
今
、
命
が
あ
る
の
は
、

お
し
ゃ
べ
り
で
な
か
っ
た
か
ら
だ
よ
。」

と
。
ま
た
彼
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
と

き
に
も
陸
軍
兵
士
と
し
て
戦
場
に
行
っ

た
の
で
す
が
、
最
前
線
の
部
隊
が
ほ
ぼ

全
滅
の
と
き
に
も
た
だ
一
人
生
き
残
っ

た
こ
と
が
何
回
も
あ
り
、
そ
の
サ
バ
イ

バ
ル
能
力
が
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

の
被
験
者
の
第
一
号
と
し
て
抜
擢
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
は「
遠
隔

透
視
」
と
訳
さ
れ
ま
す
が
、
本
当
は
距

離
を
超
え
る
だ
け
で
な
く
、
時
空
を
超

え
る
も
の
で
、
月
や
火
星
だ
け
で
な
く
、

過
去
や
未
来
の
世
界
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
い
ろ
い
ろ
変
遷
が
あ
り
ま
し

た
が
、
一
九
九
五
年
に
終
了
し
ま
す
。

リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
シ
ス
テ
ム

は
マ
ク
モ
ニ
ー
グ
ル
だ
け
で
な
く
、
イ

ン
ゴ
・
ス
ワ
ン
や
デ
ビ
ッ
ド
・
モ
ア
ハ

ウ
ス
、
ポ
ー
ル
・
ス
ミ
ス
ら
に
よ
っ
て

確
立
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
特
に
イ
ン

ゴ
・
ス
ワ
ン
は
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン

グ
の
プ
ロ
ト
コ
ル
を
創
っ
た
父
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

現
在
マ
ク
モ
ニ
ー
グ
ル
は
表
に
は
あ

ま
り
出
て
い
ま
せ
ん
が
、
行
方
不
明
の

子
供
の
捜
索
や
鉱
物
資
源
の
探
索
等
に

リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
活
か
し
て

お
り
、
今
で
も
毎
日
訓
練
は
欠
か
さ
な

い
そ
う
で
す
。

リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト（
最
後
の
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
は「
ス

タ
ー
・
ゲ
ー
ト
」）
が
終
了
し
た
こ
と
で

い
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
国
家
の
軍
事
機
密
で
、
一
般
の
人
々

は
一
切
知
る
余
地
が
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
職
を
失
っ
た
リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
ア

ー
が
本
を
書
い
た
り
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
す
る
こ
と
で
私
達
が
学
ぶ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
は
、
人
間

が
本
来
持
っ
て
い
る
五
感
を
超
え
た
知

覚
能
力
を
高
め
る
可
能
性
を
も
っ
た
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
だ
と
私
は
と
ら
え
て
い
ま

す
。
精
神
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
科
学
的
応
用

と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

※
こ
の
後
、
出
席
者
全
員
が
リ
モ
ー
ト

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
簡
単
な
訓
練
に
参
加

し
た
。
そ
し
て
、
何
人
か
が
結
構
タ
ー

ゲ
ッ
ト
の
写
真
に
近
い
成
績
を
上
げ
た
。

各
自
、
紙
と
な
め
ら
か
に
書
け
る
筆

記
用
具
を
用
意
し
、
ミ
ッ
ツ
ィ
植
田
氏

が
用
意
し
た
沢
山
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
封
筒

か
ら
一
つ
の
番
号
を
読
み
上
げ
る
、
そ

の
直
後
に
参
加
者
は

1�

．
筋
肉
反
射
で
紙
に
自
由
に
線
を
引

く
→
イ
デ
オ
グ
ラ
ム

2�

．
描
い
た
絵
が
、「
ラ
ン
ド（
大
地
、

土
地
、
地
面
、
山
、
平
原
、
農
地
、

田
園
等
」
ま
た
は「
ウ
ォ
ー
タ
ー（
水
、

水
中
、
池
、
川
、
湖
、
海
、
水
脈
等
）」

ま
た
は「
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー（
人
工
の

構
造
物
」
の
3
つ
か
ら
感
じ
る
も
の

を
一
つ
選
択
す
る

3�

．
そ
の
絵
か
ら
五
感
で
感
じ
る
「
形

容
詞
」
を
書
き
あ
げ
る
→
熱
い
、
寒

い
、
赤
い
、
青
い
、
丸
い
、
尖
っ
た
、

ふ
わ
ふ
わ
し
た
、
光
っ
て
い
る
、
静

か
な
、
騒
々
し
い
、
く
さ
い
等

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
具
体
的
に
何
で
あ
る

か
を
先
に
言
う
よ
り
も
、
こ
の
順
番
で

感
じ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
、
あ
く
ま

で
も
左
脳
を
動
か
さ
ず
に
、
直
感
だ
け

で
描
き
、
感
じ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

最
後
に
ま
と
め
ま
す
と
、
私
達
の
立

ち
返
り
た
い
の
は

・
戦
い
の
無
い
分
か
ち
合
い
、
支
え
合

い
の
世
界
す
な
わ
ち
共
存
、
共
栄
で

き
る
世
界
を
つ
く
る
。

・
永
続
可
能
、
再
生
可
能
な
資
源
の
使

い
方
を
目
指
す
。

・「
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」
で
は
な
く
、「
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
」
を
目
指
す
。
自
分
の
役

割
に
気
づ
い
て
、
そ
れ
を
実
行
す
る
。
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今
日
の
講
演
タ
イ
ト
ル「
縄
文
ス
ピ

リ
ッ
ト
で
サ
バ
イ
バ
ル
」
と
つ
け
た
の

は
、
日
本
人
の
祖
先
系
で
あ
る
縄
文
人

と
同
様
、
直
観
力
か
ら
来
る
智
恵
を
日

常
生
活
に
活
用
し
て
生
き
ま
し
ょ
う
、

そ
の
た
め
に
は
行
動
あ
る
の
み
で
す
。

「
出
来
る
と
思
っ
た
ら
で
き
る
、
出
来

な
い
と
思
っ
た
ら
で
き
な
い
」
by
ミ
ッ

ツ
ィ
植
田

「
夢
は
思
い
描
く
も
の
で
は
な
く
、
実

行
す
る
も
の
」で
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ

ブ
ズ
の
名
言
で「
自
分
が
世
界
を
変
え

ら
れ
る
と
本
気
で
信
じ
る
人
達
こ
そ
が
、

本
当
に
世
界
を
変
え
て
い
る
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。

今
日
本
は
政
治
も
経
済
も
こ
ん
な
状

態
で
す
が
、
我
々
は
へ
こ
ん
で
い
る
場

合
で
は
な
く
、
今
日
本
人
が
立
ち
上
が

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
縄
文
ス
ピ

リ
ッ
ト
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
そ
う
い
う
も

の
を
持
っ
て
い
ま
す
。

岡
本
天
明
氏
の
日ひ
つ
き
し
ん
じ

月
神
示
に
、「
う

れ
し
う
れ
し
で
世
界
を
ご
ろ
ん
と
ひ
っ

く
り
返
す
ぞ
。」
と
あ
り
ま
す
が
、
私
達

は
何
事
も
楽
し
み
な
が
ら
行
動
す
る
こ

と
が
一
番
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
六
十
四
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
の
世
界
を
探
る

―
潜
在
意
識
か
ら
宇
宙
意
識
ヘ
―

　
　
　
　
　
講
師
　
檀
上 

洪
司 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
西
光
寺
住
職
）

と
き　
　

平
成
24
年
1
月
21
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

檀
上
氏
は
昭
和
9
年（
1
9
3
4
年
）

1
月
2
日
生
ま
れ
。
神
戸
大
学
教
育
学

部
卒
、
同
研
究
科
修
了
。
兵
庫
県
立
高

校
教
諭
、
兵
庫
県
い
な
み
野
学
園（
高

齢
者
大
学
）
教
授
な
ど
と
し
て
勤
務
。

昭
和
32
年
よ
り
西
光
寺
住
職
を
務
め
て

い
る
。

「
私
は
小
学
生
の
頃
、
先
生
か
ら
催
眠

（
当
時
は
催
眠
術
と
い
っ
た
）の
話
を
聞

き
、
興
味
を
持
ち
、
そ
の
後
、
通
信
教

育
や
直
接
講
習
を
受
け
た
り
、
教
員
に

な
っ
て
か
ら
は
、
教
育
催
眠
研
究
会
な

ど
で
潜
在
意
識
、
潜
在
能
力
の
開
発
な

ど
に
つ
い
て
研
修
し
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
日
本
サ
イ
科
学
会
な
ど
を
通
じ
て

色
々
な
方
と
知
り
合
い
、
ユ
ニ
ー
ク
な

こ
と
も
体
験
し
ま
し
た
。
ま
た
僧
侶
と

し
て
見
え
な
い
世
界
と
接
す
る
中
で
、

宗
教
と
科
学
の
関
係
に
つ
い
て
学
ぶ
と

こ
ろ
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。」
と
し
て
次

の
話
が
あ
っ
た
。

1
．
催
眠
に
つ
い
て　

田
宮 

馨
氏
の
、「
神
秘
流
催
眠
術
」、

通
信
教
育
に
始
ま
り
、
講
師
に
よ
る
直

接
講
習
、
ま
た
は
関
西
教
育
催
眠
心
理

研
究
会
な
ど
で
催
眠
講
習
を
受
講
。

当
時
「
催
眠
は
急
速
な
教
育
で
あ
り
、

教
育
は
緩
慢
な
る
催
眠
で
あ
る
」
と
い

う
こ
と
が
言
わ
れ
た
。

（
医
師
グ
ル
ー
プ
の
）
臨
床
医
学
催
眠

研
究
会
と（
教
員
グ
ル
ー
プ
の
）教
育
催

眠
研
究
会
が
合
同
で
研
究
会
を
持
つ
こ

と
も
あ
っ
た
。

「
プ
ロ
催
眠
術
師
」
の
著
者
で
あ
る
プ

ロ
の
催
眠
術
師
の
世
和
玄
次
氏
は
催
眠

の
根
本
原
理
は「
あ
な
た
が
そ
う
で
あ

る
と
思
う
よ
う
に
あ
な
た
の
人
生
は
創

ら
れ
る
。」
と
い
う
こ
と
だ
と
述
べ
て
い

る
。「顕

在（
潜
在
）
意
識
の
下
に
潜
在
意

識
が
あ
り
、
潜
在
意
識
の
下
に
宇
宙
意

識
が
あ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

檀
上
氏
は
潜
在
能
力
活
用
に
つ
い
て

若
い
時
に
影
響
を
受
け
た
書
物
と
し
て
、

次
の
3
冊
を
挙
げ
て
い
る
。

豊
沢
豊
雄『
あ
な
た
の
力
を
倍
に
す
る
』

C
・
M
ブ
リ
ス
ト
ル『
信
念
の
魔
術
』

ノ�

ー
マ
ン
・
ピ
ー
ル『
積
極
的
考
え
方

の
力
』

2�

．
清
田
益
章
君
の
ス
プ
ー
ン
曲
げ
、

念
写

西
光
寺
で
曲
げ
た
ス
プ
ー
ン
の
実
物

の
説
明
。

清
田
氏
曰
く
「
霊
が
つ
い
て
い
て
前

以
て
色
々
教
え
て
く
れ
る
。
ス
プ
ー
ン

が
曲
が
っ
た
り
、
捻
じ
れ
る
瞬
間
に
は

見
え
な
く
な
る
気
が
す
る
」。

檀
上
氏
の
話
で
は「
他
の
人
た
ち
の

見
て
い
る
前
で
、
貸
し
ビ
ル
の
掛
け
時

計
の
針
を
、
清
田
君
が
曲
が
れ
と
い
っ

て
曲
げ
た
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
い
う
。

3
．
菊
花
会
・
小
田
秀
人
氏
の
交
霊
会

霊
媒
・
竹
内
満
朋
氏
と
ロ
ー
ム
霊
の

声（
ダ
イ
レ
ク
ト
ボ
イ
ス
）の
録
音
の
紹

介
、「
竜
」
の
色
紙
の
コ
ピ
ー
配
布
。

こ
れ
ら
は
エ
ク
ト
プ
ラ
ズ
ム（
ギ
リ
シ

ャ
語
で
エ
ク
ト
は
外
部
、
プ
ラ
ズ
ム
は

作
ら
れ
た
も
の
の
こ
と
で
身
体
の
中
か

ら
外
へ
引
き
出
さ
れ
た
意
味
）
の
作
用

と
さ
れ
、
こ
の
名
称
は
ノ
ー
ベ
ル
生
理

学
・
医
学
賞
受
賞
者
・
フ
ラ
ン
ス
人
の

シ
ャ
ル
ル
・
ロ
ベ
ー
ル
・
リ
シ
ェ
博
士

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
エ
ク
ト
プ
ラ
ズ

● ❽●



ム
は
煙
、
霧
、
ガ
ス
の
よ
う
な
感
じ
で

あ
る
。
幽
霊
の
正
体
に
名
前
を
つ
け
た

の
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
学
者
で
あ
っ

た
と
い
う
の
も
面
白
い
こ
と
だ
と
思
う
。

4
．
日
本
念
写
協
会
の
会
長
で
あ
っ
た

巽
直
道
氏
は
般
若
心
経
の
心
を
治
病
に

あ
て
は
め
る
と「
治
る
、
治
る
、
す
ぐ

治
る
、
き
っ
と
治
る
、
必
ず
治
る
」
と

念
じ
る
こ
と
だ
と
し
て
多
く
の
難
病
者

が
救
わ
れ
た
。
そ
し
て
巽
氏
は
体
の
末

端
に
は
神
経
が
通
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ

も
あ
る
。
そ
れ
が
う
ま
く
動
い
て
い
る

の
は
細
胞
の
テ
レ
パ
シ
ー
で
は
な
い
か

と
言
っ
て
い
た
。

　
　
　

5
．
日
本
念
写
協
会
で
専
務
理
事
を
し

て
い
た
宮
内
力
氏
は
理
論
物
理
学
者
で

著
書
も
出
さ
れ
て
い
る
が
、「
念
波
は
光

波
に
通
じ
る
」「
佛
の
光
明
は
灯
り
で
は

な
い
、
想
念
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
」
と

述
べ
て
い
た
。

佛
教
で
無
量
光
如
来
・
不
可
思
議
光

如
来
と
い
う
の
も
そ
の
意
味
と
思
わ
れ

る
。

6
．
尾
崎
里
美
さ
ん
に
つ
い
て

尾
崎
さ
ん
は「
私
は
学
年
で
も
一
番

貧
乏
な
家
に
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
家

は
雨
漏
り
し
、
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
た

記
憶
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
・
・
・
」

と
い
う
生
活
か
ら
美
容
師
に
な
る
道
を

選
び
、
23
歳
で
独
立
し
、
会
社
設
立
。

月
給
8
万
円
か
ら
7
年
で
年
商
5
億
円

の
企
業
に
ま
で
成
長
さ
せ
た
。

そ
の
後
す
べ
て
を
手
放
し
、
イ
メ
ー

ジ
ト
レ
ー
ナ
ー
に
転
身
し
た
。
さ
ら
に

48
歳
で
ア
メ
リ
カ
、
フ
ロ
リ
ダ
州
の
4

年
制
単
科
大
学
で
ヒ
プ
ノ
セ
ラ
ピ
ー

（
催
眠
療
法
）
を
専
攻
、
卒
業
し
た
。

ホ
・
オ
ポ
ノ
ボ
ノ
の
ヒ
ュ
ー
レ
ン
博

士
を
招
聘
、
オ
ー
ラ
撮
影
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
小
学
校
を
建
設
す
る
な
ど
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

「
わ
く
わ
く
と
心
踊
る
感
情
が
、
あ
な

た
の
潜
在
意
識
を
突
き
動
か
す
」

「
す
べ
て
の
出
逢
い
に
は
波
動
が
影
響

し
て
い
ま
す
」

著
書　

尾
崎
里
美
著
『
想
像
し
て
創
造

す
る
』（
発
行　

カ
ナ
リ
ヤ
書
房
）
他

7
．
共
時
性
と
量
子
論

甲
南
大
学
名
誉
教
授
の
佐
藤
明
雄
氏

は
ユ
ン
グ
の
共
時
性（
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ

ィ
・
意
味
の
あ
る
偶
然
の
一
致
）か
ら
量

子
力
学
に
興
味
を
持
ち
研
究
さ
れ
て
い

る
。「そ

っ
く
り
の
双
子
同
士
は
た
と
え
遠

く
に
離
れ
て
い
て
も
も
う
一
方
が
危
険

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
き
、
そ
れ
を
察

知
す
る
と
い
わ
れ
る
。

テ
レ
パ
シ
ー
の
話
は
た
く
さ
ん
あ
る
。

だ
が
科
学
者
は
こ
の
よ
う
な
主
張
に
疑

い
の
目
を
向
け
る
。
そ
れ
は
主
に
、
こ

う
し
た
不
思
議
な
つ
な
が
り
が
ど
の
よ

う
に
し
て
成
り
立
つ
の
か
は
っ
き
り
し

な
い
か
ら
だ
。

だ
が
科
学
者
は
物
理
の
世
界
で
こ
れ

に
劣
ら
ず
奇
妙
な
こ
と
が
起
こ
る
と
い

う
こ
と
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
粒
子
の
間
に
瞬
時
に
成
り
立

つ
繋
が
り
だ
。
こ
れ
は
粒
子
同
士
が
ど

れ
だ
け
離
れ
て
い
て
も
弱
ま
ら
な
い
。

テ
レ
パ
シ
ー
に
相
当
す
る
こ
の
量
子

現
象
は
世
界
中
の
実
験
室
で
日
々
実
際

に
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
の
だ
。」

（『
テ
レ
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
・
瞬
間
移
動

の
夢
』
デ
ヴ
ィ
ド
・
ダ
ー
リ
ン
グ
著
林

大
訳
・
発
行
光
文
社
）

檀
上
氏
は
こ
の
偶
然
の
一
致
が
佛
教

で
い
う
因
縁
と
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、

よ
い
因
縁
が
よ
い
運
に
つ
な
が
り
、
悪

い
因
縁
が
悪
い
運
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
い
っ
て
い
る
。

そ
し
て
量
子
論
で
い
う
「
物
と
心
」の

関
係
が
佛
教
で
い
う
「
物
心
一
如
」
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。

8�

．
政
木
和
三
氏（
大
阪
大
学
に
勤
務
、

工
学
博
士
）

仏
像
の
物
質
化
、
バ
イ
オ
ラ
イ
ト
他
、

啓
示
に
よ
る
実
用
化
研
究
多
数
。

9�

．
村
上
晋
一
氏（
神
戸
大
学
名
誉
教

授
・
工
学
博
士
）

「
霊
界
の
様
相
」
な
ど
の
テ
ー
マ
で
講

演
、
未
知
の
世
界
の
研
究
に
挑
戦
し
て

お
ら
れ
る
。

現
在
、
世
界
は
宗
教
、
民
族
、
国
籍
、

主
義
の
違
い
で
対
立
、
紛
争
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
超
え
て「
あ

り
が
と
う
（
感
謝
）」「
す
み
ま
せ
ん（
反

省
）」
の
世
界
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

●❾ ●



今
回
は
西
光
寺
の
住
職
を
務
め
な
が

ら
サ
イ
現
象
を
研
究
さ
れ
た
お
話
で
中
々

興
味
の
あ
る
も
の
で
し
た
。
お
寺
に
も

呼
ん
で
親
し
く
お
話
を
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
、
実
験
の
真
実
性
を
実
感
し
ま

し
た
。

　

当
日
の
参
加
者
は
会
員
11
名
、
非
会

員
12
名
、
合
計
23
名
で
し
た
。
今
回
の

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
三
百
六
十
五
回
関
西
日
本

サ
イ
科
学
会
研
究
集
会
報
告

あ
の
世
か
ら
見
た
般
若
心
経

　
　
　
　
　
講
師
　
徳
永 

康
夫 

氏

と
き　
　

平
成
24
年
2
月
18
日
（
土
）

と
こ
ろ　

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

徳
永
氏
は
1
9
4
2
年
満
州
生
ま
れ
。

九
大
法
卒
。
50
歳
で
三
菱
商
事
退
職
後
、

東
洋
医
学
、
ア
ー
ユ
ル
ベ
ー
ダ
、
ホ
メ

オ
パ
シ
ー
、
物
理
、
生
物
学
、
天
文
学
、

量
子
力
学
、
釈
迦
の
経
典
、
新
旧
約
聖

書
の
、
水
・
波
動
・
気
・
輪
廻
転
生
な

ど
を
独
学
研
究
。
㈱
恒
常　

代
表
取
締

役
、
元
日
本
ソ
マ
チ
ッ
ト
学
会
副
理
事

長
、日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
。
近
著『
命

の
不
思
議
探
検
』（
た
ま
出
版
）。

あ
の
世
と
言
っ
て
も
宗
教
で
は
な
く
、

科
学
を
ベ
ー
ス
と
し
た
解
説
で
す
。「
般

若
心
経
」
は
日
本
人
の
中
で
は
、
昔
か

ら
写
経
す
る
だ
け
で
も
、
読
む
だ
け
で

も
ご
利り
や
く益
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
そ
の“
真
の
意
味
”
は
、
謎
の
ま
ま

二
千
五
百
年
間
、
解
明
さ
れ
た
こ
と
は

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
今
回
そ
の
謎
を
、

あ
の
世
か
ら
見
る
と
い
う
観
点
、
で
も
、

同
時
に
科
学
的
な
観
点
か
ら
解
き
明
か

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
と
て
も
納
得

の
い
く
、
心
が
安
ら
か
に
な
る
素
晴
ら

し
い
も
の
で
し
た
。
そ
の
す
べ
て
を
、

皆
さ
ま
に
公
開
い
た
し
ま
す
。

い
ろ
ん
な
勉
強
を
し
て
き
た
が
、
一

般
の
解
説
書
で
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が

多
い
。

一
般
人
は
洗
脳
さ
れ
て
い
る

科
学
的
と
は
正
し
い
と
証
明
さ
れ
た

も
の
を
信
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

非
科
学
的
な
も
の
は「
怪
し
い
」
と

し
、
証
明
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
信

じ
な
い
。

た
と
え
ば
、
幽
霊
、
U
F
O
、
宇
宙

人
な
ど
は
信
じ
な
い
の
が
科
学
的
と
さ

れ
る
。

こ
の
よ
う
な
「
洗
脳
」
は
学
校
や
、
新

聞
、
T
V
で
な
さ
れ
て
い
る
。

お
経
が
基
本
で
あ
る

お
釈
迦
様
は「
慈
悲
」、
イ
エ
ス
キ
リ

ス
ト
は「
愛
」
を
基
本
と
し
、
い
ず
れ
も

二
千
年
続
い
た
が
、
両
方
と
も
諸
派
が

発
生
し
て
い
る
。

本
来
一
般
の
人
に
真
実
を
伝
え
る
た

め
の
存
在
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。

宇
宙
は
二
重
構
造
で
あ
り
、
人
間
も
二

重
構
造

　

こ
の
世　
　
　
　
　

あ
の
世

　

見
え
る
世
界　
　
　

見
え
な
い
世
界

　

物
質
界　
　
　
　
　

非
物
質
界

　

三
次
元　
　
　
　
　

5
次
元

　

た
て
、
横
、
高
さ　

な
い

　

質
量　
　
　
　
　
　

な
い　
　
　
　

　

※
質
量
が
な
け
れ
ば
速
度
は
無
限
大

　

肉
体　
　
　
　
　
　

霊
体
+
魂
（
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　

質
の
生
命
体
）

次
の
よ
う
に
見
る
と
人
と
石
こ
ろ
に
は

差
は
な
い

人
間
は
70
%
は
水
で
あ
る
。
水
は
水

素
と
酸
素
で
あ
る
。
あ
と
は
タ
ン
パ
ク

質
で
C
、
H
、
O
、
N
、
石
こ
ろ
は
H
、

O
、
Fe
、
Zn
、
Si
か
ら
な
り
原
子
の
レ

ベ
ル
で
は
同
じ
で
あ
る
。

そ
の
違
い
は
命
で
あ
る
が
、
そ
の
命

が
現
代
科
学
で
は
分
か
ら
な
い
。

現
代
科
学
で
は
命
は
研
究
し
て
い
な

い
。
現
代
科
学
で
は
最
小
単
位
は
細
胞

で
あ
る
と
し
て
い
る
。

細
胞
は
4
0
0
億
個
の
原
子
で
で
き

て
い
る
。
こ
の
原
子
の
観
点
か
ら
す
れ

ば
人
と
石
こ
ろ
と
に
違
い
は
な
い
。

命
と
は
何
か

人
間
は
死
ん
だ
ら
終
わ
り
と
い
う
思

想
が
あ
る
。

一
方
で
臨
死
体
験
の
手
記
は
数
多
く

あ
る
。
欧
米
で
は
文
献
が
多
い
。

死
と
は
心
肺
停
止
し
て
か
ら
5
分
経

過
す
る
と
再
生
率
は
50
%
、
10
分
経
過

す
る
と
10
%
に
な
る
と
い
わ
れ
る（
ト

リ
ー
カ
ー
曲
線
）。

こ
れ
ら
の
臨
死
体
験
に
共
通
し
て
い

る
こ
と
は
、
自
分
の
身
体
が
上
の
空
間

に
上
が
り
、
上
か
ら
家
族
が
泣
い
て
い

る
の
を
見
下
ろ
し
て
い
る
。
家
族
に
声

を
か
け
て
も
通
じ
な
い
。
そ
の
う
ち
に

光
が
見
え
、
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
顔

が
見
え
て
く
る
。

● �●



し
ば
ら
く
し
て
自
分
の
名
を
呼
ば
れ

て
気
が
つ
く
と
も
と
の
ベ
ッ
ド
の
上
に

横
た
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
空
間
に
い
る
自
分
が
戻

る
と
生
き
返
る
と
い
う
現
象
に
な
る
。

つ
ま
り
本
質
の
生
命
体
が
命
で
あ
る
。

臨
死
体
験
は
体
脱
（
現
象
）
で
あ
る
。

一
般
の
人
は
臨
死
体
験
を
夢
で
見
る

こ
と
は
あ
る
が
、
こ
の
体
脱
が
意
識
的

に
出
来
る
人
が
い
る
。
そ
れ
は
ロ
バ
ー

ト
・
モ
ン
ロ
ー
氏
で
あ
る
。

ロ
バ
ー
ト
氏
は
瞑
想
に
よ
り
体
脱
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
ヘ
ミ
シ

ン
ク
の
研
究
で
あ
る
。

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ボ
ル

グ
は
20
分
野
を
極
め
た
18
世
紀
の
大
科

学
者
で
あ
る
が
、
60
歳
を
超
え
て
か
ら

体
脱
し
、
そ
の
体
験
を
哲
学
者
カ
ン
ト

に
も
見
せ
た
と
い
う
。

般
若
心
経
に
つ
い
て

般
若
心
経
に
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語

の
音
写
の
部
分
と
意
味
の
あ
る
部
分
が

あ
る
。

「
ハ
ン
ニ
ャ
ハ
ラ
」
は
音
写
で
あ
り
、

「
菩
薩
」
は
ボ
ー
ダ
、「
舎
利
子
」
と
は
シ

ャ
ー
リ
ー
と
い
う
女
性
の
子
供
と
い
う

意
味
で
あ
る
。

ネ
ハ
ン　

ニ
ル
バ
ー
ナ

「
ア
ノ
ク
タ
ー
ラ
」
は
音
写
で
あ
り
、

「
照
見
五
蘊
皆
空
」
こ
れ
は
中
国
語
で
、

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
語
の
音
写
と
中
国
語
訳

の
漢
字
訳
と
が
混
在
し
て
い
て
解
り
に

く
い
。

前
提
条
件

1
．
大
本
／
小
本

「
如
是
我
聞
」　

私
は
こ
の
よ
う
に
聞

い
た
。

舎
利
子
が
質
問
す
る
。

私
た
ち
は
師
の
話
を
聞
い
て
い
る
が
、

ほ
か
の
人
は
ど
う
な
の
か
。

「
一
切
苦
役
」
ま
で
は
菩
薩
の
状
況
の

紹
介
で
あ
る
。

弟
子
で
は
な
く
一
般
大
衆
に
向
け
て

説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

2
．
輪
廻
転
生

こ
れ
を
理
解
し
て
い
な
い
と
解
ら
な

い
。
何
回
も
生
ま
れ
変
わ
っ
て
佛
へ
近

づ
く
。

3
．
体
脱
が
で
き
る
こ
と

要
因
の
一
つ
は
瞑
想
で
あ
る
。

禅
定
と
い
う
言
葉
と
同
じ
。

心
を
統
一
し
て
瞑
想
し
心
を
落
ち
着

か
せ
る
と
目
の
前
に
真
理
が
現
れ
心
が

ゆ
る
が
な
い
。

本
質
の
生
命
体
は
永
遠
に
生
き
て
い

る
。時

々
肉
体
に
宿
る
。
死
は
本
質
に
戻

る
こ
と
。

本
質
の
生
命
体
が
主
で
あ
る
。

釈
迦
は
菩
提
樹
の
下
で
7
年
あ
ま
り

の
瞑
想
の
結
果
、
生
老
病
死
を
理
解
し

た
。

　

こ
の
世　
　
　

あ
の
世

　

肉
体　
　
　
　

本
質

　

従　
　
　
　
　

主
、　

　

そ
の
や
り
方
、
密
教
、
阿
含
経
、

法
灯　

人
に
よ
っ
て
異
な
る
方
法
を
説

い
た　

こ
れ
を
方
便
と
い
う　

教
え
が

違
うい

つ　

誰
に　

ど
ん
な
お
経
を
説
い

た
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

（
法
論
は
ど
ち
ら
が
ま
け
て
も
釈
迦

の
恥
）
と
い
う
川
柳
も
あ
る
。

50
歳
～
72
歳
は
弟
子
の
レ
ベ
ル
が
作

っ
た
。

72
歳
～
82
歳
は
法
華
経
を
説
い
て
い

る
。

	

妙
法
蓮
華
経
に
つ
い
て

サ
ッ
タ
ル
ダ
ー
、
プ
ン
グ
リ
カ
ー
、

ス
ー
ト
ラ

尊
い
法
は
白
蓮
の
よ
う
に
き
れ
い
で

あ
る
。

ダ
ル
マ
は
60
も
の
耳
が
あ
る
。

「
あ
る
」
と
い
う
言
い
方
は
所
有
物
の

意
味
。

例
え
ば
靴
は
赤
い
色
を
持
っ
て
い
る

と
い
う
言
い
方
を
す
る
。

信
条
、
哲
理　

最
後
に
涅
槃
経
を
説

い
た
。

日
本
に
い
ろ
ん
な
宗
派
が
あ
り
宗
論

と
い
う
の
が
あ
っ
た
。

（
宗
論
は
ど
ち
ら
が
ま
け
て
も
釈
迦

困
り
）
と
川
柳
に
詠
ま
れ
る
く
ら
い
で

あ
っ
た
。

般
若
ハ
ラ
ミ
ッ
タ　

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

パ
ラ　

彼
岸

知
恵　

完
成　
　
　

イ
タ　
　

至

ノ
ウ
ハ
ウ

あ
の
世
へ
行
く
ノ
ウ
ハ
ウ

五
蘊
受
想
行
識　

人
間
そ
の
も
の
そ

れ
は
空
で
あ
る

度
一
切
苦
厄　

何
も
な
い
か
ら
苦
し

む
な
よ

●� ●



無
明　

無
知
と
い
う
こ
と　

あ
の
世

で
知
が
な
い
こ
と
は
な
い

12
縁
起
が
あ
る
か　

そ
れ
は
な
い

無
苦
集
滅
道　

苦
に
気
づ
き
な
さ
い

苦
は
消
せ
る

悟
ら
な
く
て
よ
い　

悟
る
べ
き
こ
と

も
な
い

菩
薩
の
レ
ベ
ル
は
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
っ

て
い
る
か
ら
苦
し
み
は
な
い

	

ボ
サ
ー
タ

い
ろ
ん
な
佛
も
あ
の
世
へ
行
く
ノ
ウ

ハ
ウ
が
あ
る
の
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
り
な

さ
いそ

れ
は
素
晴
ら
し
い
マ
ン
ト
ー
ラ
で

あ
っ
て
本
当
で
あ
る　

比
べ
る
も
の
も

な
いこ

れ
が
マ
ン
ー
ト
ラ
で
あ
る

	

ギ
ャ
テ
ィ　

ギ
ャ
テ
ィ

行
っ
た　

行
っ
た
、
完
全
に
行
っ
た

と
き
に
そ
こ
に
悟
り
が
あ
り
幸
せ
が
あ

る
行
っ
た
と
き
に　

ス
ヴ
ァ　

ス
ウ
ー
ハ　
　

幸
い
あ
れ

	

こ
の「
ギ
ャ
テ
ィ　

ギ
ャ
テ
ィ
」
が
般

若
心
経
の
い
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
で
、

そ
れ
ま
で
は
そ
こ
に
到
る
説
明
で
あ
る
。

	　
　
　
　

☆　
　
　
　

☆

物
理
的
な
観
点
と「
あ
の
世
か
ら
見

る
」
と
い
う
高
次
元
の
解
析
を
対
比
し

な
が
ら
、
般
若
心
経
を
読
み
解
く
解
り

や
す
い
講
演
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
こ
の

よ
う
な
も
の
の
見
方
の
時
代
に
な
っ
て

い
く
の
で
し
ょ
う
。

当
日
の
参
加
者
は
会
員
14
名
、
非

会
員
16
名
、
合
計
30
名
で
し
た
。
今

回
の
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
は
2
0
0
0
円

（
送
料
込
み
）
で
す
。
ご
注
文
は
関
西

日
本
サ
イ
科
学
会
事
務
局
木
村（
電
話 

0
7
9
7
・
2‌

2
・
6
4
2
5
）ま
で
。

今
後
の
予
定

5�

月
19
日（
土
）上
森
三
郎
氏

「
地
上
絵
の
発
見
か
ら
邪
馬
台
国
の

謎
を
解
明
」

6�

月
16
日（
土
）い
よ
の
い
し
氏

「
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
光
速
超
え
の
謎
を
解

く
鍵
は
正
四
面
体（
プ
ラ
ト
ン
立
体
）

［SiO
H

］の
生
ま
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

あ
っ
た
」

7
月
21
日（
土
）重
川
風
天
氏

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

　

河
野　

明
夫
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

● �●

《本部月例会講演録の販売》

　本部月例会のICレコーダーによる録音の音声ファイル（拡張子 wma）なので、聞くためには

「CDあるいはDVDプレーヤー」の付いたウインドウズ・パソコンが必要になります。

　以下のリストから興味のある講演、今一度聞いてみたいものを御注文願います。講演時間

は平均3時間前後で質疑応答等も含まれます。マイクからの直接録音ではなく、会場のスピー

カー音の録音ですので、完璧な鮮明さではありませんが、もちろん内容は普通に聞き取れます。

当日放映されたビデオやOHP等で紹介された図や写真は付いておりません。

　講演録の代金は1回分2000円（送料等含む）です。お送りするのは講演録の入った「CD−R」

で1枚につき6、7回分が入ります。（一部のノートパソコンを除いて、大抵のウインドウズ・

パソコンには、「CD−Rファイル」が読めるCD、DVDプレーヤーがついております。）

※御注文は郵便局にある「郵便振替用紙」の通信欄にご希望の講演録の『年／月　講師名』と金額

（1回分2000円）を記入し、「郵便振替口座　00100 -2 -15344　加入者名　日本サイ科学会」に

お振込願います。皆様からの御注文をお待ちしております。



●� ●

2008/ 4/12	 石川幹人氏「21世紀の超心理学」
2008/ 5/10	 茶丸氏「ジョーティシャ（インド占星学）の宇宙観と哲学」
2008/ 6/14	 木内鶴彦氏「宇宙の記憶」
2008/ 7/12	 佐田弘幸氏「プラス思考」から運命を創造する「ゼロ思考」へ
2008/ 9/13	 徳永康夫氏「神秘の生命体ソマチット」
2008/10/26	 第19回全国大会
2008/11/15	 宇治橋泰志氏「『難病を根本から改善する』新治療法を求めて」
2008/12/13	 加藤隆吉氏「催眠と変性意識」
2009/ 2/14	 天野聖子氏「大いなる自己と対話する自問自答の重要性と地球の現状」
2009/ 4/18	 小牧昭一郎氏「人間の体の周辺に観察される磁気」
2009/ 5/ 9	 膳　敬子氏「若返るって本当?」チベット体操を体験、感じるワーク
2009/ 6/ 7	 山本　輝氏「言霊の幸はう日本国の復活」
2009/ 7/11	 高月美樹氏「太陰太陽暦の活用法」
2009/ 9/12	 高峯秀樹氏「未来を探る手相の神秘と科学」
2009/10/11	 第20回全国大会
2009/11/14	� 山口敏太郎氏「真実とフェイク」環境汚染とDNA操作による未確認生物（UMA）

の誕生について
2010/ 1/16	 前田知則氏「21世紀への適応プログラムとしての心のデトックス」
2010/ 2/20	 須田泰心氏「超能力者の構造」
2010/ 4/10	 根本泰行氏「映画『ウオーター』にみる水の真実」
2010/ 5/ 8	 堤　裕司氏「レイラインと富士塚信仰」
2010/ 6/20	� 久保田昌治氏「�水とは・・・水は生体内では勿論のこと自然界でも今我々が考えて

いるよりはるかに重要な働きをしている。」
2010/ 7/10	 木下次男氏「福島県飯野町『千貫森謎空間』補足：UFO学について」
2010/ 9/11	 浪平、苗、小林「感じられる“サイ” ３種類のサイデバイス・ソフト体験会」
2010/10/10	 第21回全国大会　シンポジウムテーマ「2012年問題とサイ」
2010/11/14	 秋山眞人氏「夢診断と未来予測」
2010/12/12	 宇治橋泰志氏「新たな予防医学を目指して」
2011/ 1/ 8	 新年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2011/ 2/12	 石川和孝氏「世紀末的神示と予言の陰陽道的思考」
2011/ 5/14	 赤松　瞳氏「最新脳科学と透視能力」
2011/ 6/12	 井出　治氏「未知エネルギーの研究とチャネリング」
2011/ 7/18	 古村豊治氏「なぜあなたに大きな奇蹟が起こらないのか？」
2011/ 9/10	 鈴木俊輔氏「3・11 新文明の幕開け　～日本人の使命～」
2011/10/ 9	 創立35周年記念大会　シンポジウムテーマ「パワースポット」
2011/11/12	 小林信正氏「心霊現象について」
2011/12/10	 忘年会も兼ねた会員の体験意見発表と討論の会
2012/ 1/14	 ミッツィ 植田氏「縄文スピリットでサバイバル」
2012/ 2/11	 小林正典氏「サイ科学に関係した電気・磁気の研究の紹介」
2012/ 4/14	 ロン薄葉氏「オーブ現象とこれまでの歩み」
	 川崎利男氏「オーブ観察7年間その傾向と残された課題」



（2）紫外可視吸収スペクトル
紫外線（200～380nm）と可視光線（380～
780nm）の吸収スペクトルは分子の電子スペク
トルである。光を吸収すると、結合電子の基
底状態から高エネルギー状態へと励起される
ことになる。具体的には、気功師が放射して
得た気功水を、透明な容器にいれ、光を当て
て､ 反対側に出てくる光の強さを測定する。
つまり、当てる紫外線の光の波長を変化させ
て、波長に対応して吸収される度合いをプロッ
トすることになる。李昇平らは、上記のラマン
スペクトルと同一内容の実験を行った（1988）。
遺伝子DNAとRNAの溶液にサイ（気）を放射
して、紫外線吸収スペクトルの変化を求めた。
遺伝子は、約280nmに紫外線吸収のピークが
ある。発功時と10時間経過後のあいだに、3
～4回、測定した。結果をみると、DNA・RNA
のピーク値（曲線）が変化する「増殖効果」等が
測定された。これは核酸のプリン・ピリミジン
塩基対の水素結合が結合されたり、又は切断
される事を意味するものと推測出来る。
（3）電気伝導率変化
水は優れた溶媒の性質を持っている。純水

は電気を通さないが、電解質を溶け込ませる
と電気を通すようになる。電気伝導率は、電
気の通しやすさを示すものであり、電荷を持っ
たイオンが電流の担い手であるといわれてい
る。また電気伝導率は温度が高くなると上昇
するので、測定は恒温水槽中で行い、また電
極には交流電源を用いるのが一般的である。
佐々木茂美らは、室内の空気汚染に馴染ま

せた（汚染を飽和させる）市販蒸留水を用い、
恒温水槽中に、サイ（気）を放射して造った気
功水と、対象水を置いて、両者を比較する場
合の電気伝導率の変化から、サイ（気）を測定
した（1985）。サイ（気）の混入の内容に応じて、
電導率は様々に増加した。一方、零磁場を用
いて造った人工気功水は、気功師の放射によ
るものと、ほぼ同一程度の値を示す事がわか
り、さらに、長時間にわたって気（サイ）が保

持される場合もある。他方、恒温水槽の温度
を変えて測定した電気伝導率の変化を、熱活
性化過程として求めた活性化エネルギー値は
△H=32kcal/mol、（=1.38eV）であった。ま
た赤外線吸収スペクトル測定、レーザーラマ
ンスペクトル測定、核磁気共鳴測定（NMR）等
を用いた検討結果から、水の分子構造は変化
しないで、水素原子の結合の程度が変化し、
結合したり、又は切断したりする場合がある。
つまり気功水は、水分子のクラスター（集合状
態）の変化が伝導率変化の原因であるらしい、
と推定した。

4）生体変化によるサイ（気）の測定
政府の助成金を得て行ったISLISグループ

（代表者、山本幹男）の多数の優れた研究結果
がある（2004、潜在能力の科学）。これらにつ
いては、別に報告する予定にしたい。

5）脈診による気場の測定
苗鉄軍、佐々木茂美らは、上述のBACSを
用いて、気場（パワースポット）に存在するサ
イ（気）を測定した（2012）。気場に潜在する気
のエネルギーと、そこに参入した人体とは、
確かに、サイ（気）を介して交流している事が
定量的に推定できる。

参考文献
（1）�厳新、陸租蔭ら、各種水溶液に外気を放射
した時のラマンスペクトルの変化（1988、
自然雑誌、11-8、pp.567-571）

（2）�厳新、陸租蔭ら、遺伝子DNA・RNAに外
気を照射した時の紫外線吸収スペクトルの
変化（1988、自然雑誌、11-9、pp.647-649）

（3）�陳鳴、張明安ら、紫外線分光光度法を用い
た気功水の実験報告（1990-3月、中華気功、
pp.6-11）。その他省略。
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D2=1.98～2 .29のカオスアトラクターである
事等が判明した。さらに此を基に念写形成の
モデルを構築し、シミュレーションと考察によ
り、このモデルの正当性を主張した（2007、苗
鉄軍、佐々木茂美）。
（3）脈動する赤外線変化など
外気を直接測定したのは中国上海原子核研

究所の顧函森ら（1979）であるといわれている。
気功師の手の平の経穴から放出される外気の
一部を赤外線センサーで測定したところ、周
波数0.5～0 .9Hz、出力1.2～数μwのランダ
ムパルス状に変調された脈動赤外線放射が観
測された。作用距離を調べたところ、3 .0～
3.5mの途中に､ 速度がより加速される区域が
あり、その速度は20～50cm/sであった。ま
た微粒子状の信号情報も測定された。その他
として、音、静電気、放射線などが測定され
ている。
（4）バイオホトンの観測
すべての生物は何らかの形で光っている。
稲葉文男バイオホトンプロジェクトは生物ホト
ン発光を研究・調査している。光子1個/sec
（1000カウント/10秒）が計測可能なセンサー
（光電子増倍管）を用いて、人体の皮膚表面の
発光状況をを調べている。プロジェクトの宇
佐史らの報告（1992）によると、気功師（中国
人）も通常人と同程度に光っている。しかし気
功師は、通常人とは異なり、その光りを強めた
り、弱めたり制御する事ができる。なお皮膚
表面の温度と発光の強さとは別であり、両者
間に負の相関が存在する場合がある。また表
面温度上昇は手の平のまんなか（老宮）が最大
である。発光スペクトルの波長分析によると、
赤色（600～700nm）が多い。しかし緑色範囲
にも発光の山がある。気功治療の患者に対し
て放射する時には、光の出方が異なる場合が
ある。40名以上の測定によると、年齢差は無
いが個人差は大きい。
（5）磁気（磁場）変化の観測
小牧昭一郎らは、xyz座標軸のそれぞれに3

個の磁気フラックスゲート方式センサーを置
いて、被験者（気功師）の身体周辺に発生した
磁気の3次元的な時間変化を観測・計測した
（1996）。発生した磁気は、磁束密度のピーク
が0.5Gに達し、数秒程度存在しており、方向
は多様であり、立体的な空間を占める事が多
い。町好雄らは低周波脈動磁場を観測・計測
した（1980）。瀬戸明らは人体磁気異常輻射現
象を観測・測定した（1995）。小久保秀之らは
異常生体磁場の観測を行った（1999）。

3）水に吸収させて測定する
人体の60%以上は水である。水は生命の基

であり、また水は総ゆる物を溶かし込む性質
があると言われている。サイ（気）は直接測定
が出来ないので、水に溶かし込んで、水溶液
（気功水）として、測定する事が行われている。
物質に光を照射すると、光と物質の相互作

用により反射、屈折、吸収の他に散乱が起き
る。散乱光の中には入射光と同じ波長の光が
散乱するレイリー散乱（弾性散乱）と、入射光
とは異なるラマン散乱（非弾性散乱）がある。
しかしラマン散乱はレイリ散乱よりも弱く、10
（－6乗）程も微弱の場合がある。
（1）ラマンスペクトル
中国精華大学の李昇平らは、厳新気功師が
放射した時のサイ（気）を、水道水、0.9%生理
食塩水、50%ブドウ糖溶液、抗生物質水溶液
に溶かし込み、レーザー光を当てる方法でラ
マンスペクトルを求めた（1988）。例えば、水
道水にサイ（気）を放射して得た気功水の場合
には、ラマンシフト（raman shift）400 . 00～
4000 .00｛（cm）の（－1乗）｝の間の2100 .00付近
に強さ（intensity）の山峯頂のある山状の幅広
い散乱が発生したが、約2時間後には消失し
た。1986年12月22日～1987年1月23日のあい
だに10回のテストを行い、発功距離を3m～
1900kmに変えてテストしたが、何れの場合に
もほぼ同一の変化が認められた（距離には依存
しない）。
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1）はしがき
人間は心（精神、魂）と肉体から出来ている

が、形而下学としての肉体面の進歩に比較す
ると、形而上学としての精神面の進歩発達は
無いに等しい。これは、宗教や倫理などの立
場から、心の科学的な分析や解明が､ 永い間、
タブー視されていた為であると言われている。
最近になると、人工知能やロボット開発の工
学的な立場から、人間の精神面の研究の必要
性が議論される様になってきた。他方、人間
と動物を分けるのは、信仰心の有無である、
とも言われている。これは、人間には魂があり、
精神と信仰心が重要である事を意味している
のであろう。他方、「こころの宗教」と「ものの
科学」の間を埋めるのはサイ（気）科学であると
も言われている。今回は、健康や元気の基で
あり、また心と物の間を埋める意味を持つ「サ
イ（気）」について検討することにした。

2）サイ（気）の直接測定
体内にある気（サイ）を内気、体外にある気

（サイ）を外気と言う。便宜的にそのように呼
んでいるが、本質的には同一である。「経絡（経
穴）」を対象にした電気科学的な内気の測定は、
本山博によって1974年頃から開始され、現在
は、AMI（体液－自律神経機能測定器）として

実用化・販売されている。最近になり、伝統
医学（漢方）の内気としての「脈診（触診､ 定性
判断）」の、複雑系カオス解析を用いた計数・
定量化が鹿児島大学（医）の「重要課題解決型
推進研究」として実施され、実用化製品が
（株）CCI社からBACS（生体系の活性度チェッ
ク、カオス解析計）として販売されている（苗
鉄軍開発）。都合により、本稿では外気の測定
を扱う。
（1）遮光カメラからの光群湧出
宮内力、福田豊らは、透視・念写（イメージ

で視て、画像を画く）実験（1975）において、念
力現象（PK、画像）生起時に遮光カメラ内から
物理的な光子群が湧き出す事を発見し、その
時間変化等を観測・記録した。
（2）念球のカオスアトラクター
佐々木茂美、小川雄二らは、零意識（変性意

識、ASC）下での透視・念写（イメージで視て、
画像を画く）実験（1976）において、念力現象
（PK、画像形成）発生点付近で遮光TVビジコ
ン内に念球（球状光子群）が発生すること、並
びに念球の特徴的な経時諸変化を観測・記録
し、その軌跡変化から念写像が形成されるも
のと推定した。約30年後、それらの軌跡の経
時変化を、指尖脈波カオス解析計（BACS）を
用いて測定・解析したところ、フラクタル次元

サイ（気）の測定についてサイ（気）の測定について
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